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1.  飯田昭二   Half and Half   1968年




7.  丹羽勝次   箱シリーズ   1968年
2.  飯田昭二   Paper   1969年
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「幻触 1968年｣展報告
    With last year's special research grant,I focused on "Genshoku," an art group in Shizuoka Prefecture,studying
what was "Genshoku" and what position does it take in the streams of postwar art in Japan.As a result it
became clear that "Genshoku" reached its peak with the exhibition "Tricks and Vision" held in two galleries in
Tokyo in 1968.
    With this year's special research grant,I tried to reproduce the atmosphere of "Tricks and Vision" as much
as possible with works which were  actually exhibited at the exhibition and those executed by the principal
members around this period.The journals of "Genshoku,"exhibition posters as well as related materials such
9.  前田守一   遠近のものさし   1967年
11.  故 中森五三九のオブジェ（参考出品）
13.  故 石子順造の著作
15.  関連資料
10.  前田守一   遠近のものさし   1967年
12.  故 中森五三九のオブジェ（参考出品）
14.  今日の美術 -静岡展ポスター（左）､グループ
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Report on the Exhibition "Genshoku 1968"
as the publications by the late Junzo Ishiko who was a spiritual prop of the members, were also on
display.Although it contains some unconfirmed data,"The Record of the Major Activities of 'Genshoku'"is the
most detailed record of this art group up to the present.
17.  参考パネル（左は斎藤司郎の作品､右は
1967年のグループ｢幻触｣展入口）
18.  ｢幻触 1968年｣展会場風景
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非在のタブロー｣ が 2 席､ 前田の｢ 作品








造｢（    ）展のために｣（同展リーフレット）
◇飯田昭二｢現代美術の追求-東京でのグルー
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Report on the Exhibition "Genshoku 1968"
1983年
1月24～29日
☆小池一誠展 -丸石 -（ギャラリーQ･東京）
4月4～9日
☆飯田昭二個展（ギャラリーU･名古屋）
1985年
12月7～22日
☆鈴木慶則展 Water-Edge（ギャラリー手）
◇林芳史｢鈴木慶則の絵画 水の平面相と絵画
との円環相剋｣（同展リーフレット）
1986年
　石子順造『キッチュ論（著作集第一巻）』（喇
嘛舎）
1987年
　石子順造『イメージ論（著作集第二巻）』（喇
嘛舎）
1988年
　石子順造『コミック論（著作集第三巻）』（喇
嘛舎）
1990年
　飯田昭二｢《幻触》後記｣（『耕作だより』
No.8､天地耕作事務局）
1995年
　前田守一｢グループ｢幻触｣ノート－イリュー
ジョンとしての美術を志向した冒険者たち
－｣（『県民文芸』34集､静岡県文化協会）
2000年
　飯田昭二｢石子順造さんとグループ幻触｣
（『静岡の文化』61号､静岡県文化財団）､谷
川晃一｢鈴木慶則と石子順造｣（同）､林芳史
｢杉山邦彦の最後の視線｣（同）､石上秀生（前
田守一）｢幻触以後の動き｣（同）
2001年
5月25日～9月16日
☆石子順造とその仲間たち <グループ幻触を
中心に>（虹の美術館･清水）｡飯田､小池､鈴
木（慶）､丹羽､前田が出品｡
◇｢石子順造とその仲間たち展｣（静岡新聞､6
月22日）
◇｢石子順造とその仲間たち展｣（静岡新聞､6
月29日）
◇｢虹の美術館でトーク｣（静岡新聞､7月23
日）
◇鈴木慶則｢石子順造のこと｣（インタビュアー
美濃和哥､｢虹の美術館｣ニュースレター第4
号､10月）
2002年
3月7～28日
☆幻触 1968年（静岡文化芸術大学ギャラ
リー･浜松）｡飯田､小池､鈴木（慶）､丹羽､前田
が出品｡中森が参考出品｡
◇｢トリックアートが人気｣（静岡新聞､3月8
日）
◇（毎日新聞､3月8日）
◇｢5人の力作 造形や絵画｣（中日新聞､3月
14日）
　尾野正晴「トリックス・アンド・ヴィジョ
ン　盗まれた眼」展について（静岡文化芸
術大学研究紀要　第2巻）
　『石子順造とその仲間たち　対談集　静岡か
らのメッセージ』（虹の美術館）
「静岡文化芸術大学平成13年度文化政策学部長特
別研究費」
